
東近江行政組合の給与・定員管理等について 

 

 

１．職員の任免及び職員数に関する状況 

(1) 各部門別職員数の状況と主な増減の理由 

 

 ※１ 職員数は各年４月１日現在の職員数である。 

 ※２ （）内は、再任用職員及び会計年度任用職員である。 

(2) 年齢別職員構成の状況（令和７年４月１日現在） 

 

(3) 職員の採用・退職状況 

 
 ※ 再任用職員、会計年度任用職員は除く。 

 

２．職員の給与の状況 

(1) 人件費の状況 

 

※ 人件費には、特別職に支給する報酬を含む。 

 

前年比
事　務　局 8( 2 ) 8( 2 ) 0

救急医療事務局 4( 2 ) 4( 2 ) 0
小　　計 12( 4 ) 12( 4 ) 0
消防本部

及び消防署
316 ( 9 ) 316 ( 6 ) 0

小　　計 316( 9 ) 316( 6 ) 0
合　　計 328( 13 ) 328( 10 ) 0

主な増減理由

 一般
　行政職

部　門

消防職

令和6年 令和7年
職員数　(人)

20歳 20歳 25歳 30歳 35歳 40歳 45歳 50歳 55歳 60歳

区　分 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 計

未満 24歳 29歳 34歳 39歳 44歳 49歳 54歳 59歳 以上

4 43 44 28 51 49 46 32 19 12 328

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
職員数

期間 一般行政職 消防職

R7.4.1 0 9
合　　計 0 9

R7.3.31 0 4
合　　計 0 6

2
退職

 R6.4.1 ～
     R7.3.30

0

採用

 R6.4.2 ～
     R7.3.31

0 0

令和6年度 3,674,231 千円 2,508,452 千円 68.3%

区分
歳出額

A
人件費

B
人件費率

B/A



(2) 職員給与費の状況

※１ 職員手当には退職手当を含まない。

※２ 職員数には、再任用職員及び会計年度任用職員（フルタイム）を含む。ただし、当該年度に

おいて給与費の支給が無かった職員は除く。

(3) 職員の平均年齢、平均給料月額の状況（令和７年４月１日現在）

※ 「平均給料月額」とは、各職種職員の基本給の平均である。

(4) 職員の初任給の状況（令和７年４月１日現在）

(5) 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（令和７年４月１日現在）

(6) 級別職員数等の状況（令和７年４月１日現在）

※ 東近江行政組合職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

令和6年度 327 人 1,206,867 千円 322,707 千円 494,529 千円 2,024,103 千円 千円

区分
職員数 給　　与　　費
（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B)

6,190

一人当たりの給与費

B/A

区分
一般行政職 51.0 歳 331,705 円

消防職 38.3 歳 314,800 円

平均年齢 平均給料月額

大学卒 220,000 円
高校卒 188,000 円
大学卒 230,000 円
高校卒 207,400 円

↑

消防職

一般行政職
採用なし
採用なし

国
初任給 初任給

区分
東近江行政組合

大学卒 285,400 円 318,125 円 335,033 円
高校卒 259,580 円 297,100 円 326,220 円

経験年数20年区分 経験年数10年 経験年数15年

消防職

一般行政職員 消防吏員

副主幹 係長
相当高度な業務を行う主査 相当高度な業務を行う主査
専門員 専門員
主査 主査
主任主事 相当高度な業務を行う消防士長
相当高度な業務を行う副主任主事 特に高度な業務を行う消防副士長

２級

１級

人

人

人

人

人

人

人

副主任主事

主事

課長、署長
参事、副署長

課長補佐、署長補佐、出張所長
主幹

消防長、消防次長
防災担当監、主監
消防監の階級にある署長

消防士長
消防副士長

消防士

職務
の級

７級

６級

５級

４級

３級

職務の名称

28.66%

課長補佐、事務長補佐、所長
主幹

課長、事務長
参事

事務局長、事務局次長、主監

構成比職員数

11.89%

18.60%

8

18

52

56

94

39

61

2.44%

5.49%

15.85%

17.07%



３．職員の手当の状況

(1) 期末・勤勉手当の状況

※ （）内は、再任用職員に係る支給割合である。

(2) 退職手当の状況

(3) 地域手当の状況（令和７年４月１日現在）

  給料、管理職手当及び扶養手当の合計額に100分の２を乗じて得た額を支給している。

(4) 特殊勤務手当の状況

①特殊勤務手当の種類（令和７年４月１日現在）

一人当たり平均支給額

令和6年度支給割合 令和6年度支給割合

2.50 月分 2.10 月分 2.50 月分 2.10 月分 ←
( 1.40 ) 月分 ( 1.00 ) 月分 ( 1.40 ) 月分 ( 1.00 ) 月分

東近江行政組合

勤勉手当　期末手当 期末手当 勤勉手当　

国

千円

職制上の段階、職務の級による加算措置

加算措置の状況 加算措置の状況

職制上の段階、職務の級による加算措置

1,512

支給率 支給率
勤続20年 19.6695 月分 24.586875 月分 勤続20年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続25年 28.0395 月分 33.27075 月分 勤続25年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続35年 39.7575 月分 47.709 月分 勤続35年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分 最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

千円

自己都合 自己都合
国東近江行政組合

勧奨・定年勧奨・定年

前年度退職者（60歳） 2
22,484一人当たりの平均支給額は

名に支給された

種類 名称 主な対象職員 主な対象業務 支給単価
1 火災防御手当 当該業務に従事した職員 火災現場での消防業務 1件400円

2 救助出動手当 当該業務に従事した職員 救助現場での救助活動 1件200円

3 救急出動手当 当該業務に従事した職員 救急現場での救急活動 1件200円

4 火災原因調査手当 当該業務に従事した職員 火災現場での原因調査 1件200円

8

5 隔日勤務手当
勤務が２日間に渡り24時
間拘束される職員

隔日勤務

緊急消防援助隊出動手当
緊急消防援助隊として消
防活動に従事した職員

災害に伴う消防活動

6 救急救命士手当 救命士資格を有する者
救急救命士としての
救急救命活動

7 潜水作業手当

潜水器具を装着し、潜水

して行う業務に従事した
水難救助隊員

（養成隊員含む。）

水難救助活動もしくは

捜索活動、又はこれら
の訓練

1日1,080円

月額3,000円

1件1,000円（救命行為のみ）

1件400円



②特殊勤務手当の支給実績等（令和６年度決算） 

 

(5) 時間外勤務手当の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19,384 千円 76,921 円 79.7%

消防職全体での
支給職員の割合

支給実績
支給職員一人当たりの

平均支給年額

支給実績 70,982 千円
支給職員一人当たり平均支給年額 297 千円

支給実績 73,201 千円

支給職員一人当たり平均支給年額 311 千円

令和6年度
（決算）

令和5年度
（決算）



(6) その他の手当の状況 

 

配偶者 6,500 円

子 10,000 円

父母等 6,500 円

借家、借間

（最高支給限度額） 28,000 円

交通機関利用者

（最高支給限度額） 55,000 円

２㎞未満

２㎞以上５㎞未満　 2,000 円

５㎞以上10㎞未満 4,200 円

10㎞以上15㎞未満 7,100 円

15㎞以上20㎞未満 10,000 円

20㎞以上25㎞未満 12,900 円

25㎞以上30㎞未満 15,800 円

30㎞以上35㎞未満　 18,700 円

35㎞以上40㎞未満 21,600 円

40㎞以上45㎞未満 24,400 円

45㎞以上50㎞未満 26,200 円

50㎞以上55㎞未満 28,000 円

55㎞以上60㎞未満 29,800 円

60㎞以上 31,600 円

（組合事務局）

事務局長 79,300 円

事務局次長 75,000 円

主監 66,700 円

課長及び救急医療事務局事務長 57,800 円

参事 49,100 円

課長補佐及び事務長補佐 44,300 円

主幹 42,500 円

（消防本部）

消防長 79,300 円

次長及び防災担当監 75,000 円

主監及び消防監の階級にある署長 66,700 円

課長及び署長 57,800 円

参事及び副署長 49,100 円

課長補佐、署長補佐及び出張所長 44,300 円

主幹 42,500 円

支給実績
(令和6年度決算)

支給職員
一人当たりの
平均支給年額

(令和6年度決算)

手当名
国の制度
との異同

内容及び支給単価

満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの

子一人につき5,000円の加算

５級以上の職員で、臨時･緊急の必要、公務運

営の必要により週休日または休日等に６時間

以上勤務した者に対して勤務１回につき8,000

円の範囲内で支給。６時間以上勤務した場合

は150/100を乗じて得た額を支給

休日に勤務することを命ぜられ勤務したもの

に対して、1時間当たりの給与額135/100を勤

務時間数に応じて支給

千円扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職手当

休日勤務
手当

管理職
特別勤務

手当

同

同

同

異

同

異

円

44,665 千円 572,622 円

53,544 278,873

12,220 千円

28,132 千円

235,001

7,491 千円 99,880 円

円

86,296 円

支給無し

74,858 千円 円353,107



４．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

(1) 職員の勤務時間 

 

(2) 年次有給休暇の取得状況 

 

※ 年度途中に退職した者は除く。 

 

５．育児休業および部分休業の取得状況 

 

 

６．職員の分限及び懲戒処分に関する状況 

(1) 分限処分の状況 

 

区分 １日の勤務時間 １週間の勤務時間 勤務する時間 備考

隔日勤務者 15時間30分 38時間45分
8時30分から
翌日8時30分まで

2交替制
4週8休制
1日の勤務時間には、
仮眠時間6時間を含ま
ない

毎日勤務者 ７時間45分 38時間45分
8時30分から
17時15分まで

消化率

6.0 日 29.8%
日勤者 11.9 日 59.4%
隔勤者 15.2 日 76.1%

消防職

一般行政職

区分 平均取得日数

男性 0 0 0 0 0
女性 0 0 0 0 0
男性 15 1 11 10 0
女性 1 3 1 1 0

部分休業

令和6年度中に新たに育児休業が
取得可能となった職員の

育児休業取得状況

消防職

令和6年度中の
育児休業取得状況

（全職員）
育児休業
取得者数

部分休業
取得者数

育児休業
対象者

育児休業

区分

一般行政職

免職 休職 降任 計
一般行政職 0 0 0 0

消防職 0 0 0 0
一般行政職 0 0 0 0

消防職 0 3 0 3
一般行政職 0 0 0 0

消防職 0 0 0 0
一般行政職 0 0 0 0

消防職 0 0 0 0
一般行政職 0 0 0 0

消防職 0 0 0 0

0 3 0 3

処分事由

勤務実績が
よくない場合

分限処分
区分

心身の故障の
場合

職に必要な適格
性を欠く場合

刑事事件に関し
起訴された場合

条例で定める事
由による場合

合計



(2) 懲戒処分の状況 

 

 

７．職員の研修の状況 

(1) 一般行政職 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

免職 停職 減給 戒告 計
一般行政職 0 0 0 0 0

消防職 0 0 0 0 0
一般行政職 0 0 0 0 0

消防職 0 0 1 0 1
一般行政職 0 0 0 0 0

消防職 0 1 0 0 1
一般行政職 0 0 0 0 0

消防職 0 0 0 0 0
一般行政職 0 0 0 0 0

消防職 0 0 0 0 0
一般行政職 0 0 0 0 0

消防職 0 0 0 0 0

0 1 1 0 2
↑ ↑ ↑ ↑

処分事由 区分
懲戒処分

監督責任

道路交通法違反

収賄等関係

一般非行行為

一般服務違反関係

給与・任用に

関する不正

合計

課長級職員研修 1 人
例規担当者職員研修 1 人
管理職マネジメント研修 1 人
給与事務担当職員研修 1 人
係長級職員研修 1 人

研修機関
または種別

研修者数研修名

滋賀県市町村
職員研修
センター



(2) 消防職 

 

1 人
0 人
0 人
1 人
1 人
0 人
2 人
3 人
0 人

12 人
予防査察科 5 人
危険物科 0 人
火災調査科 0 人
警防科 5 人
特殊災害科 0 人
救急科 12 人
救助科 0 人
初級幹部科 5 人
中級幹部科 0 人
上級幹部科 0 人
特別幹部教育 1 人
はしご自動車等教育 4 人
水難救助教育 3 人
指揮隊教育 5 人
救助隊長教育 5 人
通信指令教育 2 人
緊急消防援助隊受援教育 6 人
女性消防職員教育 2 人

9 人
7 人
1 人
2 人
1 人
1 人
1 人
1 人
1 人
3 人
3 人
3 人
3 人
1 人
3 人
1 人
1 人
1 人
1 人

火災調査講座・調査技術会議
応急手当指導員講習

課長級職員研修

その他

京都市消防局火災調査実務研修

滋賀県市町村
職員研修
センター

給与事務担当者研修
契約事務担当職員研修
例規担当者研修
事務ミス防止研修
クレーム対応能力研修
ＤＸ研修

課長補佐級職員研修

大阪市消防局予防実務研修
岡山市消防局違反是正に係る実務研修

研修機関
または種別

研修名 研修者数

消防大学校

幹部科
予防科
警防科
救急科
救助科
火災調査科
実務講習会
救急救命士養成
指導救命士養成

滋賀県消防学校

初任教育

専科
教育

幹部
教育

特別
教育

救急救命士
研修所

湖南広域消防局違反是正に係る実務研修

技能講習

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者
玉掛け技能講習
小型移動式クレーン運転技術講習
ガス溶接技能講習
無人航空機（ドローン）操縦講習



８．職員の人事評価に関する状況 

  人事評価とは、任用、給与、分限その他の人事管理の基礎とするため、職員がその職務を遂行す

るに当たり、発揮した能力及び挙げた業績を把握した上で行われる勤務成績の評価のことで、「能

力評価」と「業績評価」により行います。 

当組合では、職員の育成と組織の活性化を目的に、平成 28年度から人事評価制度を導入してい

ます。 

 

９．職員の福祉及び利益の保護の状況 

(1) 職員の健康管理に関する各事業状況 

 

(2) 職員互助会の設置 

本組合の福利・厚生制度の増進及び共済制度の確立を目的として「東近江行政組合職員互助会」

を設置し、職員の健康増進を目的に体育事業、文化事業及び厚生事業を実施しています。 

(3) その他の事業 

滋賀県市町村職員共済組合が実施する助成事業及びライフプラン支援事業等への参加をしてい 

ます。 

 

10．公平委員会への要求及び不服申し立ての状況 

(1) 勤務条件に関する措置の要求内容 

  特に無し 

 

(2) 不利益処分に関する不服申し立ての状況 

  特に無し 

 

事　業　名 対　象　者
総括安全衛生管理者会 総括安全衛生管理者
安全衛生担当者研修会 安全衛生担当者
定期健康診断 全職員
定期健康診断（２回目） 隔日勤務者
特殊健康診断（高気圧健康診断） 潜水業務従事職員
成人健康診断 30歳以上の職員
胃検診 50歳以上の職員
大腸検診 35歳以上の職員
子宮頸がん検診 20歳以上の女性職員
乳がん検診 20歳以上の女性職員
ストレスチェック 全職員


